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AMP 128 圧縮空気系統のモニタリング（2017年版） 

 

プログラムの概要 

圧縮空気モニタリングプログラムの目的は、圧縮空気系統の健全性について合理的な保証を

提供することである。このプログラムは、圧縮空気系統の水分含有量、腐食及び性能のモニタ

リングから構成される。これには、(a) 水 (湿気) 及びその他の潜在的な汚染物質を規定の限界

値内に維持するための予防モニタリング、及び (b) 腐食による材料損失の兆候を示す部品の

検査が含まれる。 

圧縮空気系統モニタリングの AMP は、国家の規制要件に対応した事業者の回答と、業界の

運転経験のフィードバックレポート[1-6]に基づいており、適切な機器の空気品質を維持するた

めに広範な設計及び運転レビューと検証を実施する。 

この AMP には、予防措置、部品の点検、及び圧縮空気系統が長期運転に際しても機能を確

実に果たせるようにするための試験が含まれている。また、AMP は、該当するガイダンス文書 

[7-8] に記載されている空気品質規定及び参照規格[9] も取り入れている。参照規格[10]は、

推奨される試験方法、試験間隔、測定・評価すべきパラメータ、許容基準、是正措置、記録要

件を提示し、機器用空気系統の保全に関する追加の指針を提供している。 

 

評価及び技術的根拠 

1. 劣化の理解に基づく経年劣化管理プログラムの範囲: 

このプログラムは、圧縮空気系統における腐食による材料損失の経年劣化の影響を管理する。 

 

2. 経年劣化の影響を最小限に抑え、管理するための予防措置: 

経年劣化管理を目的として、システムの空気中の水分及びその他の腐食性汚染物質は、シス

テム及び部品が意図した機能を維持できるように、規定の限界値以下に維持される。これらの

限界値は、個々の部品に対する製造元の推奨、適用可能なガイドライン[7-8,10,11]、参照規

格[9]を考慮して作成される。 

 

3. 経年劣化影響の検出: 

水分やその他の腐食性物質は、腐食による材料損失の可能性を高める。本プログラムでは、

参照規格[11]などの民間規格に準拠して、圧縮系統内の空気品質を定期的にサンプリングし、

水分やその他の腐食性物質の検査を行う。また、腐食の兆候や、系統内の材料損失を示す

異常な腐食生成物がないかを確認するために、アクセス可能な内部表面の定期検査と臨時

検査を行う。 

 

4. 経年劣化影響のモニタリングと傾向分析: 

露点の測定値は記録され、傾向分析される。空気品質分析の結果は、警報レベルまたは限界

値に達しているか、または超過しているかを判断するために確認される。 この確認では、異常

な傾向の有無もチェックされる。参照規格[10]は、データのモニタリングと傾向分析に関する指
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針を提供している。目視検査の結果は、以前の結果と比較され、有害な長期傾向の有無が確

認される。 腐食の影響は、目視検査によってモニタリングされる。試験データは分析され、過

去の試験データと比較されることで、受動部品の経年劣化を適時的に検出できるようにする。 

 

5. 経年劣化の影響の緩和: 

水分やその他の腐食性汚染物質を許容限界値以下に維持することで、腐食による材料損失

を制限できる。 

 

6. 許容基準: 

空気品質の水分限界値の許容基準は、承認された民間規格に基づいて設定されている[11]。

部品の機能が低下する可能性を示す腐食の兆候 (全面腐食、孔食、隙間腐食) が、内面で確

認されることがあってはならない。製造業者の証明書は、ボトル入りの空気が許容品質の基準

を満たしていることを示すため使用することができる。 

 

7.是正措置: 

系統内の空気中の水分含有量など、いずれかのパラメータが許容範囲外である場合、是正措

置が取られる。 

 

8. 運転経験のフィードバック及び研究開発結果のフィードバック: 

本 AMPは、業界全体の一般的な経験に対応している。関連するプラント特有の運転経験は、

AMPがプラントにとって適切であることを確証するために、プラントの AMPの開発において考

慮される。プラント及び業界全体の運転経験と研究開発 (R&D) の結果を定期的に評価するフ

ィードバックプロセスを実施し、必要に応じ、プラント AMP を修正するか、経年劣化管理の継

続的有効性を確保するための追加措置 (例えば、新しいプラント特有 AMP を開発する) をと

る。 

空気系統に関連する潜在的に重大な安全上の問題は、参考文献[3-4,12]に記載されている。

空気系統の問題により著しく劣化したり、故障したりしたシステムには、崩壊熱除去、補助給水、

主蒸気隔離、格納容器隔離、燃料プールシールシステムなどがある。 

この AMPが作成された時点では、関連する研究開発は特定されていない。 

 

9. 品質管理: 

サイトの品質保証手順、レビュー及び承認プロセス、並びに管理上の統制は、様々な国家の

規制要件 (例えば、10 CFR 50, Appendix B [13]) に準拠して実施される。 
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